
 

 

 

 

 
 

                        

豊かな心でたくましく生きる子供を育てる大東西小学校 

校長 堀口 雪子  

このたび、開校 150年を迎える歴史と伝統ある大東西小学校に着任しました校長の堀口雪子と

申します。「豊かな心でたくましく生きる大西っ子の育成」を目指し、子供から、保護者から、地域から

信頼される学校を築いてまいります。誠心誠意務めていく覚悟です。どうぞよろしくお願いいたします。 

  校庭の木々が芽吹き、色とりどりの花が咲き誇る中、令和６年度が始まりました。お子様のご入

学、ご進級おめでとうございます。本日、ぴかぴかの１年生９６名が入学しました。転入生４名を迎

え、全校児童 557名の子供たちと共に、新たな学校生活のスタートです。 

  ４日に行われた６年生の準備登校では子供たちの「やってみよう」「伸びよう」「がんばろう」とい

う思いが伝わってきました。初対面の私にも元気にあいさつをしてくれました。うなずきながら教師の

話を聞いていました。ていねいにほうきではいたりぞうきんがけをしたりしていました。新しい学校生

活のために一生懸命に働く姿を見ると、子供たちの前向きな思いに応えていくことこそが、学校の使

命であると強く感じました。 

また、６年生に「大東西小学校のよいところはどんなところですか。」とたずねました。子供たちか

らは「歴史があり、いつも元気」「みんながなかよし」「元気にあいさつをする」「自分で目標を決め

て、その目標に向かって努力する」など、皆笑顔で話してくれました。自分の学校を誇りに思うその

気持ちと笑顔がとても輝いていました。 

 
令和６年度の大東西小学校は、こんな学校を目指します 

  「人皆に美しき種子あり 明日何が咲くか」 安積得也「明日」より 

この言葉は、私の教育信条です。子供たち一人一人がそれぞれによさや可能性を持っています。

子供たちが自分のよさや可能性に気づき夢や目標を持ち、自信を持って前に進む場が学校です。

教師、保護者、地域は子供たち一人一人の美しき種子から出た芽を大切にし、大きく育てる使命が

あると考えています。 

そして、学校は「共に成長するところ」でもあります。子供たちは学校で「友達と共に」「先生と共

に」「家庭や地域と共に」学びます。温かい人間関係の中で学び合うことは豊かな心の育成につ

ながります。 

子供たち一人一人のよさを伸ばし、「できた」「わかった」「ありがとう」「また明日も学校に行き

たい」など笑顔あふれる学校となるよう、教職員一同、保護者・地域の方々の期待に添うべく精一

杯努力してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

令和６年度 川越市立大東西小学校  学校だより ４月号  令和６年４月８日（月）                                                        

                                      【学校教育目標】 
                                                                   明るく 元気に 美しく 

 
 

 

 

【学校教育目標】  豊かな心でたくましく生きる大西っ子の育成 
 
○明るく（学習の心） ○元気に（活動の心）  ○美しく（調和の心） 

 

活動の様子をお知らせるために、学校だよりにお子様の写真を掲載することがあります。同
意されない場合は担任までご連絡ください。連絡のない場合は同意いただいたものとさせ
ていただきます。ご了解ください。 


